研修出張様式５

研修報告書
	所　　属　　南山苑２階Ａグループ　　職　種　介護福祉士　　　　氏名　竹内　健太

	期　　間　　平成20年3月15日

	出張目的　　「平成19年度看護・介護研修分科会」の参加

	出 張 先　　よねくらホテル

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

この研修会に参加して問題行動は誰にとっての問題なのか振り返ることができた。以前より問題行動という言葉は好きではなかったが、苑で働いていても問題行動という言葉は時折でてくる。その人にとっての問題ではなくケアをする側にとっての問題なのだということをもっと認識していかなければ行かないと思う。徘徊・不潔行為等はその人なりの目的・理由があって行われていることが多い、その人の立場になって考え、個人にあった対応を検討し、適切な対応策・共通の方法見つけていかなければならないと思った。又、問題行動という意識をなくし行動障害なんだという意識を高めていきたいと思う。日誌や申し送りにも徘徊・不潔行為といったケアする立場からの用語を減少させ、認知症の方として見るのではなく、一人間として接しケアをしていけるように高めていきたい。

分科会では施設内研修について他施設ではどのように行われているのか話し合いが行われた。大体の施設が研修テーマ・頻度・開催時間共に南山苑と同じように行っていたが、印象としては苑内研修・法人研修がある南山苑は数多くやっている印象を受けた。中には月1回のヒヤリハットのみで、その他の研修はない施設や研修委員会がない施設があった。30分程度の研修を業務内で行えている施設もあった。研修に参加するにあたりどこも残業代はでていなかったが、評価・給与に反映する施設もなかった為、そこは南山苑としては考える所なのではないかと思う。

１、研修会『認知症高齢者との関わりについて～パーソンセンタードケア』

　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：サンライフ豊寿苑　看護師長　清水養子　氏

· はじめに

認知症とは脳に何らかの障害によって、いったん獲得された知的障害（記憶する、時、場所、人などを認識する、計算するなど）が低下し、日常生活を送る事が困難になる病気である。

1 認知症の原因

· アルツハイマー型認知症

· 血管性認知症

2 認知症の症状

・徘徊、妄想、帰宅願望、暴言・暴力等

3 行動障害（BPSD）基本的対応として

・　その人の立場になって考える。

· その個人に合った対応を検討する。

· 様々な対応の中から適応な対応方法を見つけ、共通の対応方法を試みる。

· 介護者の対応法が認知症高齢者に影響を与える。

4 パーソン・センタード・ケア

その人を中心においたケアである。考えでは、「急がせる」「出来る事をさせない」

「無視する」「もの扱い」等の行為が認知症の方を傷つけていると考え、特に良くない

事として記録されている。

2、 分科会

テーマ：施設内研修について

各施設がバラバラになり8名のグリープに分かれ、司会・書記を決めて各施設で実施されている研修のテーマや頻度、開催時間について話し合いが行われた。

· 研修テーマ

視察研修報告会・事故対策・身体拘束・感染症・緊急時の対応など南山苑と同じ様なことをやっている。その他の内容として1年に１度先生を呼び講習会を開く・デイバス運転している者は自動車学校で外部講習を受けるがあった。

· 頻度

大体は月1回の施設が決まっていたが、年間の研修計画が決まっていない施設があったり、研修委員会がない施設もあった。中には研修自体がなく月1回ヒヤリハットを行っているだけの施設もあった。

· 開催時間

多くの施設が17時30分から1～２時間程度でおこなわれていた。残業代はどこも出ていない。全職員が参加するのが困難なため、3日程度に分かれていた。

リハビリパークは完全に業務内で行われており、3日に分けて昼に休憩時間をずらしたりして行っている。みのり苑もできるかぎり業務内で行うことにしている。
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